
≪基本目標(1)　うるおいとやすらぎのある空間を確保します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

【拡】本庁舎整備事
業

平成22年度に策定した「本
庁舎整備基本構想」に基づ
き、本庁舎の整備を実施す
る。

○市道山下2号線整備（街路樹等）

○西別館屋上緑化

管
財
課

保存樹、保存樹林、
自然環境保護地区の
保護

保存樹、保存樹林、自然環
境保護地区の保護を行う。

保存樹及び保存樹林の定期診断及び
樹勢回復、自然環境保護地区の維持
管理を行った。

環
境
保
全
課

【拡】鹿児島駅周辺
都市拠点総合整備
（都市の杜）事業

中心市街地に位置する浜町
１番５を活用して地域資源
を活かし、交流・にぎわい
や花と緑にあふれる北の玄
関口にふさわしい新たな都
市拠点を形成するため、緑
の空間ゾーンに花と緑にあ
ふれ心地よく憩い、安らぐ
ことのできる「都市の杜」
を形成する。

「鹿児島駅周辺土地利用施設基本計
画」に基づき、「都市の杜」の基本
設計・実施設計や用地取得を行っ
た。

　
公
園
緑
化
課

　
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

【拡】都市公園建設
事業

民有地等の借上げなどによ
り、公園の新設を行う。

本名町大原地区に公園を新設するた
め、測量設計を行った。

公
園
緑
化
課

ＪＴ跡地緑地整備事
業

地域住民や市立病院の入院
患者、来院者が気軽に散策
できる場として、ＪＴ跡地
の一部を緑地として整備す
る。

整備工事に着手。
※市立病院の移転にあわせ、供用開
始。

公
園
緑
化
課

【拡】城山公園自然
の森再生事業
（再掲）

市街地の中心に位置する城
山公園では、降雨による斜
面崩壊や外来種の侵入によ
る自然林の減少など、植物
を巡る環境に変化が生じて
いることから、指定文化財
の有する普遍的価値を尊重
しながら、貴重な緑を次世
代へ継承する。

城山公園保全計画に基づき、園路の
測量設計を行ったほか、外来種駆除
の試験施工を行った。

公
園
緑
化
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

⑴
　
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
空
間
を
確
保
し
ま
す

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課

現況値

26年度 28年度 33年度

15
屋上・壁面緑化の

整備面積
㎡ 14,702 9,800 13,000 達成 公園緑化課

平成28年度

目標値に対する
達成状況

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(1)　うるおいとやすらぎのある空間を確保します≫

市電軌道敷緑化整備
事業

ヒートアイランド現象の緩
和や都市景観の向上を図る
ため、市電軌道敷につい
て、芝生で緑化を行い、う
るおいと安らぎのある都市
空間を創出する。

道路併用軌道区間の軌道敷緑化の整
備、維持管理並びに枯死した芝の改
良工事を行った。

公
園
緑
化
課

市電専用軌道敷電停
部花と緑の空間創出
事業

市電専用軌道敷区間の谷
山、脇田、南鹿児島駅前電
停を緑化し、うるおいと安
らぎ空間を創出する。

谷山電停部の軌道敷緑化の整備及び
電停部緑化の維持管理を行った。

公
園
緑
化
課

【拡】グリーンファ
サードアベニュー調
査事業

既存民間建築物の壁面緑化
について、可能性調査を行
い、その結果をもとに壁面
緑化の試験施工を行う。

緑化手法案に基づく壁面緑化に関す
る建物所有者へのアンケート調査及
び壁面緑化の実施設計を行った。

公
園
緑
化
課

花と緑のいきいき
事業

街路樹及び花壇の維持管理
を行う。

○街路樹維持管理業務委託：29件

○花壇の維持管理業務委託：15件

公
園
緑
化
課

花と緑のまちづくり
協働事業（再掲）

花と緑にあふれる街づくり
や、市民参加による緑化を
推進するため、歩道緑地管
理団体による緑地の維持管
理を行う。

○歩道緑地管理団体：204団体

○花苗配布団体数：181団体

公
園
緑
化
課

花と緑のハーモニー
事業

道路や公園の整備計画にあ
わせて、樹木の適正な配置
を行い、美しく快適で潤い
と安らぎのある都市空間の
創出を図る。

○街路樹の整備改良
：武岡原良線　ほか9路線

○公園樹の整備改良
：御召覧公園

○街路樹隆起根等処理
：中央通線　ほか7路線

公
園
緑
化
課

花いっぱい運動
推進事業

花いっぱい運動を市民・事
業者との協働で推進する。

○鹿児島中央駅前広場の立体花壇の
維持管理

○鹿児島中央駅前広場及び中央公園
の立体花壇のデザイン募集

公
園
緑
化
課

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

⑴
　
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
空
間
を
確
保
し
ま
す
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≪基本目標(1)　うるおいとやすらぎのある空間を確保します≫

花のまちづくりコン
クールの開催

※27年度～まちかど
フラワーコンテスト
に変更

市民の緑化意識の啓発を図
り、協働によるまちづくり
を進める。

○実施要綱、要領の作成

公
園
緑
化
課

緑の街並みづくり推
進事業

ヒートアイランド現象の緩
和や潤いのある空間を創出
するため、公共施設の屋上
や壁面を緑化するととも
に、民間住宅や事務所など
の屋上緑化・壁面緑化助成
を行う。

○みなと大通り別館の壁面緑化
　：107㎡

○民間住宅等の屋上・壁面緑化への
助成：5件　2,112千円

公
園
緑
化
課

道路改良事業等によ
る法面等の緑化

道路改良工事により切土を
行った法面の植生に適する
箇所について、可能な限り
緑化を行う。

○草牟田35号線　ほか7線

道
路
建
設
課

谷
山
建
設
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

関係課

⑴
　
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
空
間
を
確
保
し
ま
す

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績
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≪基本目標(2)　鹿児島らしい景観を形成します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

路面電車観光路線検
討事業

公共交通ビジョンの推進施
策に位置付けられた、都市
景観・観光資源の面からの
「路面電車、桜島フェリー
の有効活用」を図ることを
目的として、桜島フェリー
ターミナルやかごしま水族
館、高速船旅客ターミナル
などがあるウォーターフロ
ント地区への路線新設に向
けた調査検討を行う。

鹿児島港本港区における県の施設整
備と路面電車観光路線の新設につい
て、県と協議を行った。

交
通
政
策
課

次世代へつなぐ景観
誘導事業

景観計画に基づく届出制度
等により、良好な景観形成
に向けた誘導を図るととも
に、景観形成重点地区や景
観重要公共施設の指定等に
向けて取り組む。

○景観法に基づく届出の審査

○磯地区景観計画の施行等

都
市
景
観
課

環境に配慮したイル
ミネーション事業

※H27～冬季光の回
廊事業と統合

環境に配慮しながら、魅力
ある夜の景観を創出し、回
遊性の向上及び賑わいと活
性化を図るため、ＬＥＤを
用いたイルミネーションを
設置する。

12月から1月にかけて、みなと大通り
公園・鹿児島中央駅前広場にイルミ
ネーションを設置した。

都
市
景
観
課

景観づくり応援事業

市民との協働による景観ま
ちづくりを推進するため、
景観づくり団体等が行う活
動等に対して補助を行う。

○団体活動応援補助金制度の拡充
（回数）

○景観重要建造物及び景観重要樹木
の修景等に対する補助制度の拡充
（候補対象）

○景観形成重点地区における建造物
の修景に関する補助制度の拡充（地
区増）

都
市
景
観
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課

⑵
　
鹿
児
島
ら
し
い
景
観
を
形
成
し
ま
す

現況値

26年度 28年度 33年度

16
景観形成重点地区の

指定数
箇所 2 3 5 66.7% 都市景観課

平成28年度

目標値に対する
達成状況

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(2)　鹿児島らしい景観を形成します≫

屋外広告物による景
観まちづくり事業

景観に配慮した屋外広告物
の規制、誘導を図ること
で、屋外広告物による景観
まちづくりを推進する。

○屋外広告物の許可

○違反広告物対策　等

都
市
景
観
課

地域景観掘り起こし
事業

景観形成に対する市民意識
の高揚を図る。

○景観アドバイザー派遣

○景観まちづくり賞

〇景観まちづくり教室　等

都
市
景
観
課

事務・事業名 26年度実績 関係課

⑵
　
鹿
児
島
ら
し
い
景
観
を
形
成
し
ま
す

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業の概要
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≪基本目標(3)　みんなでまちをきれいにします≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

磯海水浴場の清掃

環境月間(6月)の行事の一つ
として、環境保全活動につ
いて市民の関心と理解を深
めてもらうことを目的に、
磯海水浴場の清掃を実施
し、市民が親しみ安心して
楽しめる水辺を確保する。

磯町内会と共催で、磯海水浴場の清
掃活動を実施した。

〔実施日〕6/7(金)
〔参加者数〕373名
〔参加者〕
 ・磯町内会
 ・清水小学校、清水中学校
 ・鹿児島海上保安部
 ・鹿児島ユナイテッドＦＣ
 ・県、市
 ・クリーンアップ鹿児島
 ・(社)鹿児島県損害保険代理業協会
等

環
境
政
策
課

美しいまちづくり
推進事業

「みんなでまちを美しくす
る条例」に基づいて、「市
民総参加による美しいまち
づくり」を推進するため
に、諸施策を実施する。
・巡回指導・広報啓発等
（嘱託員他）
・美しいまちづくり運動推
進協議会による取組
・まち美化推進団体・まち
美化地域指導員（地域の美
化啓発ボランティア）の認
定支援
・路上禁煙地区の整備等

○まち美化推進指導員による巡回・
指導等

○協議会による主な取組
・美しいまちづくり運動強調月間
（8月）
・強調月間街頭キャンペーン(7/28・
市内12箇所)
・市民一斉清掃「クリーンシティか
ごしま2014」(8/3)
・錦江湾サマーナイト大花火大会に
おける啓発活動(8/23)

○まち美化推進団体の認定(226団体)

○まち美化地域指導員の認定・支援
(1,846人)

○路上禁煙地区における路面表示タ
イル、看板等の維持管理

環
境
衛
生
課

⑶
　
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま
す

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課

現況値

26年度 28年度 33年度

17
まち美化推進団体の

認定数
団体 226 320 370 70.6% 環境衛生課

18
まち美化地域指導員の

認定数
人 1,846 2,300 3,000 80.3% 環境衛生課

No. 項目 単位
目標値

関係課
平成28年度
目標値に対す
る達成状況
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≪基本目標(3)　みんなでまちをきれいにします≫

【施策の実施状況】

ヤンバルトサカヤス
デ対策事業

市内20地区（26年度末現
在）で生息が確認されてい
る不快害虫ヤンバルトサカ
ヤスデの効果的な駆除を行
うとともに、まん延防止の
ための広報、啓発を行う。

○ヤンバルトサカヤスデの駆除:46回
〔大規模地域〕18回
　（吉田9回・喜入9回）
〔小規模地域〕28回

環
境
衛
生
課

そ族衛生害虫駆除事
業

感染症を予防し、快適な生
活環境を確保するため、ネ
ズミ、ゴキブリ、その他衛
生害虫について相談や駆除
を実施する。

○相談件数：967件

○公共部分駆除件数：20件

○町内会指導駆除回数：17件
　・ネズミ5件・ゴキブリ2件
　・ユスリカ10件

環
境
衛
生
課

空き地の適正管理指
導事務

「空き家等の適正管理に関
する条例」に基づいて空き
地等に繁茂した雑草等の除
去を所有者等に勧告を行う
など適正な管理を指導し
て、衛生害虫等の発生やご
みの不法投棄、火災や犯罪
の発生等を防ぎ、良好な生
活環境の保全を図る。

「空き家等の適正管理に関する条
例」に基づき、団地等に点在する空
地の実態調査を行い、不良空き地等
については所有者(管理者等）に適正
管理を指導し、良好な環境の保全を
図った。

〔空地等指導件数〕398件
　・空き家：127件
　・空地：271件

環
境
衛
生
課

まち美化活動支援事
業

市民団体等がボランティア
で自主的に清掃活動を行う
場合に、申請に基づき市が
ごみ袋の支給、清掃ごみの
回収を行い活動を支援す
る。

〔実施団体〕291団体
〔参加者数〕44,312人

廃
棄
物
指
導
課

ごみ出しマナーの市
民啓発

ごみの減量化・資源化を推
進するために、ごみ出し
ルールを守り、分別を徹底
してもらうよう市民に啓発
を行う

○ごみ出しカレンダーの作成・配
布：350,000部作成

○分別啓発チラシの作成・配布
 ：4,000部作成

○学生向けマナー啓発チラシの作
成・配布：5,000部作成

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課

⑶
　
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま
す
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≪基本目標(3)　みんなでまちをきれいにします≫

【施策の実施状況】

犬猫等の飼養者啓発
事業

犬猫の苦情の増加に対応す
るため、犬猫等の飼養者に
対する啓発や野良猫対策へ
の取組を行う。

広報紙や市HPへの啓発文の掲載、飼
主への直接指導、各種イベントの開
催のほか、地域猫等の不妊去勢手術
費用の一部助成を実施した。

○イベント
・しつけ方教室
　（年3回・90名参加）
・動物愛護フェスティバル
〔開催日〕11/9
〔開催場所〕かごしま健康の森
　公園
〔来場者数〕約800人

○地域猫等の不妊去勢手術費用の一
部助成
〔手術実績〕317頭
　（雄134頭・雌183頭）

生
活
衛
生
課

クリーンシティごみ
ゼロ作戦の実施

公民館敷地内及びクリーン
シティごみゼロ作戦の実施

武・田上公民館自主学習グループ、
地域の女性団体等によるクリーンシ
ティごみゼロ作戦を実施した。

〔実施日〕5/24
〔参加者数〕82名

武
・
田
上
公
民
館

クリーン作戦の
実施

各公民館でのクリーン作戦
の実施

地域の女性団体、鴨池公民館自主学
習グループでのクリーン作戦へ参加
した。

〔実施日〕5/30
〔参加者数〕213名

鴨
池
公
民
館

クリーン作戦の
実施

各公民館でのクリーン作戦
の実施

地域の女性団体、城西公民館自主学
習グループでのクリーン作戦へ参加
した。

〔実施日〕5/30
〔参加者数〕132名

城
西
公
民
館

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課

⑶
　
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま
す

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫
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≪基本目標(4)　核となる地区において、多様な都市機能を集約します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

【拡】コンパクトな
市街地形成促進事業

コンパクトなまちづくりの
実現に向け、「集約型都市
構造に向けた土地利用ガイ
ドプラン」（H24.3月策定）
に基づき、都市計画の見直
し等を行う。また、過度な
自動車依存から公共交通へ
の転換を図ることで、環境
負荷にも配慮したエコ・コ
ンパクトシティの実現を目
指す。

○土地利用誘導関連
・第4回都市計画定期見直しにおい
て、団地核の用途地域等を変更し
た。
・庁内調整会を開催し、引き続き具
体的な実現化方策を検討した。

○エコ・コンパクトシティ関連
・モデル地区における実施施策の検
討を行った。

都
市
計
画
課

市営住宅建設事業
（地域活性化住宅）

合併した５町地域の集落の
活力維持の一助として、同
集落の小学校の周辺地域
に、豊かな地域資源を生か
し、田園風景と調和した低
層の市営住宅を建設する。
建設にあたっては、木造を
基本とし、地域材の活用や
雨水貯留タンクの設置など
の環境対策を行う。

○宮地区の実施設計
住
宅
課

既存集落活性化住宅
建設事業

市街化調整区域内の指定既
存集落の活力維持の一助と
して、同集落の小学校の周
辺地域に豊かな地域資源を
生かし、田園風景と調和し
た低層・木造の市営住宅を
建設する。
建設にあたっては、地域材
の活用や、雨水貯留タンク
の設置など、環境対策を行
う。

○犬迫住宅の完成（10戸）

○小山田地区の実施設計

住
宅
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課

　※　比較的小さい地区を単位として、それぞれの特性に応じたきめ細やかなまちづくりを行うため
　　の計画で、道路、公園などの配置や規模、建築物の建て方のルールなどについて、住民等の意見
　　を反映して定めるもの

⑷
　
核
と
な
る
地
区
に
お
い
て
、

多
様
な
都
市
機
能
を
集
約
し
ま
す

現況値

26年度 28年度 33年度

19 地区計画の決定数 箇所 24 22 24 達成 都市計画課

平成28年度

目標値に対する
達成状況

No. 項目 単位
目標値

関係課
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≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

【数値目標】

【施策の実施状況】

【新】コミュニティ
サイクル導入事業

市内中心部に設置した複数
のサイクルポートで、どこ
でも自転車の貸出・返却が
できるコミュニティサイク
ル事業を実施する。

コミュニティサイクルシステムを構
築し、かつ管理運営を行った。

〔サイクルポート数〕20ヵ所
〔自転車の台数〕174台

環
境
政
策
課

公共交通ビジョン
推進事業

21年度に策定した「鹿児島
市公共交通ビジョン」の着
実な推進を図るため、学識
経験者や交通事業者、関係
行政機関等で構成する推進
会議において、施策の進捗
状況や目標の達成状況の管
理・調整を行う。

○推進会議の開催(10/22)

交
通
政
策
課

公共交通不便地対策
事業

公共交通不便地における高
齢者などの日常生活の交通
手段を確保するため、コ
ミュニティバスあいばすや
乗合タクシー等を運行す
る。

○あいばす等を引き続き運行すると
ともに、利用状況を確認しながら運
行計画を変更するなど、地域の交通
手段として定着するよう取り組ん
だ。

○鹿児島市の公共交通不便地対策を
考える検討委員会を設置し、これま
での事業の検証及び評価や、今後の
対応策の検討などを行った。

交
通
政
策
課

⑸
　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課

現況値

23年度 28年度 33年度

20
運輸部門の温室効果
ガス排出量削減率
（平成2年度比）

％ 22.6％増 3％増 0% 未達成 環境政策課

平成28年度

目標値に対する
達成状況

No. 項目 単位
目標値

関係課

現況値

25年度 28年度 33年度

21 公共交通利用者数 千人 67,516 68,539 68,539以上 98.5% 交通政策課

No. 項目 単位
目標値

関係課
平成28年度

目標値に対す
る達成状況
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≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

廃止バス路線対策
事業

バス路線の廃止に伴い、地
域住民の日常生活に必要な
公共交通機関を確保するた
め、廃止路線代替バスの運
行に対して助成を行う。

○継続実施（皆与志方面,犬迫方面､
加世田方面）

交
通
政
策
課

新交通バリアフリー
基本構想推進事業

鹿児島市新交通バリアフ
リー基本構想の一体的かつ
計画的な推進を図るため、
推進協議会を設置し、特定
事業等の進捗管理等を行
う。

○推進協議会の開催(8/29)
　関係事業者等において作成した特
定事業計画・関係事業計画の進捗状
況の確認した。

○新交通バリアフリー基本構想に基
づき、関係事業者等において公共交
通機関や道路、都市公園、交通安全
施設等のバリアフリー化に向けた取
組を推進した。

交
通
政
策
課

都市交通システム整
備事業

公共交通ビジョンの推進施
策に位置付けられた「待合
施設の改善」を進めるた
め、中心市街地の乗継の多
い主要なバス停において年
次的に上屋、風防パネル、
ベンチを備えたバス停の整
備を行い、バス停留所の環
境改善を図る。

○公益社団法人鹿児島県バス協会が
行うバス停上屋や風防パネル等の整
備に対して補助金を交付した。

〔整備箇所〕１箇所
 　加治屋町バス停下り
 　(日本生命ビル前)

交
通
政
策
課

市道バリアフリー
推進事業

「鹿児島市道バリアフリー
推進計画」に基づき、誰も
が利用しやすい歩道となる
よう、歩道の段差解消等を
図り、安全で快適な通行を
確保する。

274か所の歩道整備を行い、安全で快
適な交通環境を確保した。

道
路
維
持
課

谷
山
建
設
課

道
路
建
設
課

交通安全施設整備事
業（歩道設置）

歩行者の多い道路や、通学
路等に歩道を設置し、歩行
者の安全を確保する。

森山団地中央線ほか3線の整備を行
い、安全で快適な交通環境を確保し
た。

道
路
建
設
課

谷
山
建
設
課

市道の電線類地中化
（ブルースカイ計画
の推進）

安全で快適な歩行者空間を
確保し、都市景観の向上等
を図るため、電線類の地中
化を積極的に推進する。

高麗本通線ほか1線の整備を行い、安
全で快適な交通環境を確保した。

道
路
建
設
課

⑸
　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課
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≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

自転車走行ネット
ワーク形成事業

「自転車で走りやすいま
ち・かごしま」を構築する
ため、自転車走行空間の整
備を進めることで、自転車
走行ネットワーク化を図
る。

みずほ通線ほか3線の整備を行った。

道
路
建
設
課

自転車等駐車場管理
運営事業等

自転車の利用者の利便性向
上を図るため、中央駅周辺
及び天文館の放置禁止区域
内や放置禁止区域外の駅に
設置した自転車等駐車場の
管理運営を行う。

自転車等駐車場の管理運営を行っ
た。

〔放置禁止区域内〕10か所
〔放置禁止区域外〕11か所

道
路
管
理
課

自転車等放置防止
対策事業

道路や歩道等における自転
車等の放置防止対策を講じ
ることで、通行障害の解消
や都市景観の向上を図る。

道路や歩道上の放置自転車等に対す
る指導・警告及び撤去や、自転車等
駐車場の利用啓発により、駐輪マ
ナーの向上を図った。

〔警告書等貼付〕約43,000件
〔撤去台数〕3,682件

道
路
管
理
課

交通局施設
リニューアル事業

老朽化の進む局舎・電車施
設、バス施設を移転整備
し、業務の効率化、職場環
境の改善を図るとともに、
防災・防犯面での機能強化
を行い、市民に親しまれる
施設づくりに努める。

○局舎・電車施設：建設工事

○バス施設：建設工事

総
合
企
画
課

電
車
事
業
課

バ
ス
事
業
課

サイクルアンドライ
ド駐輪場の設置
（電停周辺）

居住地から自転車で最寄り
の電停まで行き、市電に乗
り換えて目的地まで行くこ
とによって、利用者の利便
性向上と、自動車の使用を
抑制する。

高架下が駐輪場として活用されるよ
う引続き要望した。

電
車
事
業
課

イレブン電車の運行

年末の金・土曜日の通常よ
り遅い時刻に市電を運行す
ることにより、利用者の利
便性向上と、自動車の使用
を抑制する。

12月5日、6日、12日、13日、19日、
20日、22日、26日、27日に計9便運行
した。

電
車
事
業
課

イレブンバスの運行

12月第1金曜日から第4土曜
日までの金曜日、土曜日及
び祝日の前日（祝日を除
く）の週初の繰り下げを行
う。

12月5日、6日、12日、13日、19日、
20日、22日、26日、27日に計9便運行
した。

バ
ス
事
業
課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課

⑸
　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す
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≪基本目標(5)　公共交通を軸とした交通体系を構築します≫

低公害・低床型車両
導入事業

老朽化した車両について、
高齢者をはじめ全ての利用
者にやさしく、環境にもや
さしい、低公害低床型車両
への更新を進め、バス利用
者の利便性の向上と環境負
荷の軽減を図る。

低公害低床型バス（大型10両）を導
入した。

バ
ス
事
業
課

バス停留所上屋整備
事業

乗客サービスの向上を図る
ため、バス停留所上屋を整
備する。

バス停留所上屋2棟を整備した。

・わかくさ保育園前（建替）
・吉野支所前（建替）

バ
ス
事
業
課

電車停留場の上屋整
備事業

乗客サービスの向上を図る
ため、電車停留場上屋を整
備する。

上屋５棟を整備した。
・宇宿一丁目（下り）
・たばこ産業前（上下）
・神田（上下）

電
車
事
業
課

フィーダーバスの
運行

周辺住宅団地等と基幹交通
への乗継拠点とを連絡する
フィーダーバス（シャトル
バス）を運行する。

○継続運行

バ
ス
事
業
課

桜島港フェリー施設
整備事業

老朽化している桜島港の接
岸施設等の効率的な配置や
整備等を行う。

○記念碑仮撤去等工事及び
（仮称）桜島港第四バース等
整備工事の入札

船
舶
運
航
課

新船建造事業
（再掲）

平成２年に竣工した第五櫻
島丸について、代替船を建
造する。
　建造にあたっては、環境
にやさしい新船を建造する
こととし、サクラエンジェ
ルの運航実績を踏まえ、電
気推進船とする。

○建造工事、竣工

船
舶
運
航
課

⑸
　
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す

事務・事業名 事務・事業の概要 26年度実績 関係課

≪基本方針４　緑かがやく住みやすいまち（ゆとりや豊かさを実感できる都市環境の創出）≫

基本
目標
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